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耐熱性溶血毒産生腸炎ビブリオのパルスフィールド

電気泳動による解析

クボタ ツトム

窪田 勉

目的　腸炎ビブリオ食中毒の起因となる耐熱性溶血毒産生腸炎ビブリオ（以下産生株と略）の感

染源を調査する。

方法　1998年に静岡県でアサリの漬け水（以下漬け水と略）から分離された血清型と同じ年に発

生した食中毒患者から分離された血清型との一致率を調査した。また，主として食中毒患者

からO3:K6型とO4:K68型が検出され，さらに漬け水からもO3:K6型とO4:K68型の産生

株が検出されたので，これら菌株を用い菌DNAを制限酵素（sfiⅠ）による切断パターンを

パルスフィールド電気泳動法（以下PFGEと略）で比較した。

結果　1.　PCR法（Polymerase chainreaction）によって漬け水225件中23件から耐熱性溶血毒遺

伝子（以下tdh遺伝子と略）を検出し，23件中5件から10株の陽性株を検出した。その血清

型はO3:K6型（4株），O3:K37型（2株），O4:K8型（1株），O4:K9型（2株）および

O4:K68型（1株）であった。

　2.　漬け水から分離した5種類の血清型は同じ年に発生した集団食中毒事例において血清

型を確認できた17例中17例（100％），分離株でも100株中94株（94％）が漬け水由来と同一

血清型であった。

　3.　漬け水および患者から分離されたO3:K6型とO4:K68型を使用して菌株間のDNAの

異同をPFGEよって比較すると，供試した28株中26株は由来別でも，さらに血清型別でも

泳動像は類似していた。

結論　腸炎ビブリオ食中毒の起因となる陽性株は環境から由来するものと推定した。さらにO3:

K6型およびO4:K68型が類似した泳動像を示したことについては同じPFGE型に属してい

るものと考察した。
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